
常によい目的を見失わずに努力を続ける限り、最後には必ず救われる。 

～ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ～ 
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← 学 校 Ｈ Ｐ

はこちら  

 ５月１０日（土）、天候が心配されましたが、無事体育祭を実施することができました。練習は、

ほぼ一週間という短い取組期間でしたが、集中した活動で準備を終え、本番を迎えることができま

した。途中、悪天候によりグランドを使用できず、思うように練習や準備ができなかったところも

ありましたが、生徒たちは、目標を見失わず、できることを最後まで諦めずに一生懸命に練習や準

備に取り組みました。そのことが実り、当日の動きがスムーズに行き、予定通り進行できました。

そして何よりも、生き生きと競技に臨み、一致団結して全力で応援活動をしている生徒の力強い姿

を見ることかできました。その姿勢こそが、岩中生の強みであり、誇りです。体育祭の取組過程や

当日で学んだことを胸に、岩中生徒会が常に前進し、革新する岩中を創造していくことを願ってい

ます。 

 保護者・地域・ご来賓の皆さまに見守られ、体育祭を開催できましたこと、心より感謝申し上げ

ます。今後も本校生徒のために、ご指導、ご支援をよろしくお願いいたします。本当にありがとう

ございました。 



ポジティブな言葉を増やすだけで幸せになれる。     

～精神科医 樺沢 紫苑～ 

プラス思考の最高の形は、感謝の言葉です。 

～ニール・ドナルド・ウォルシュ～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１６日（金）、生徒会執行部による体育祭を振

り返る総括集会が行われました。「体育祭活動に本気

で取り組むことができたか」の集計結果や感想が学

級ごとに伝えられました。どの学級も高い達成率と

なり、スローガン「Do my best!Do our best!」に込

めた願いにあるように、多くの生徒が自分自身や各

集団の成長を実感していました。 

また、昇降口前には、「体育祭感謝の言葉」 が、

掲示されましたので、来校の際には、ご覧いただけ

ればと思います。 

【名前】 

 小野寺真一朗 

【大学】 

 東北大学工学部 

【担当教科】 

 理科 

【コメント】 

 教育実習で来た小野寺真一朗です。自分が卒業し

た学校に再び関わることができ、うれしく思います。

生徒の皆さんが、少しでも理科に興味を持てるよう

な授業をできるよう頑張ります。３週間という短い

期間ですがよろしくお願いします。 

 

日 曜 予　　定 給食 部活

1 日

2 月 衣替え開始 ○ ○

3 火 ○ ○

4 水 ○ ○

5 木 校内研修　　　　　　　SB15:10 〇 ×

6 金 　　　　　　　　　　　　　SC 〇 〇

7 土

8 日

9 月 　 ○ ○

10 火 耳鼻科検診 ○ ○

11 水 ○ ○

12 木 壮行式（中総体） 〇 〇

13 金 SB16:40　 〇 〇

14 土 地区中総体 弁当 〇

15 日 地区中総体 弁当 〇

16 月 振替休日

17 火 振替休日

18 水 生徒朝会（報告会）   部集会　かもしか号 ○ ○

19 木 ○ ○

20 金 心臓検診（二次検診）　　 ○ ○

21 土 　

22 日

23 月 ○ ○

24 火 ○ ○

25 水 職員会議・校内研 ○ ×

26 木 〇 〇

27 金 あいさつ運動 〇 〇

28 土 親子奉仕作業　

29 日

30 月 〇 〇

※ＳＣはスクールカウンセラー来校日

６月の予定


